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。
会
期
を
λ
日
間
と
定
め
ま
す
と
と
に
御
異
議

a
e
P

4
a
せ
ん
か
。
〈
『
]
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
)
L

O
嘩
長
門
石
井
正
案
V

御
異
輯
念
し
と
認
め
を
す
。
主
ヲ
て
会
期
拡
大
月

二
十
七
日
か
ら
七
月
四
日
ま
で
の
八
百
聞
と
決
定
い
え
し
き
し
た
。

金

議

日

程

の

決

定

。
犠
長
〈
石
井
正
君
)
一
白
程
第
・
三
、
会
園
田
日
程
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

h
t

諮
h
p
い
た
し
ま
す
旨
絵
手
元
K
配
付
い
た
し
ま
し
た
会
韓
日
程
表
は
、

本
定
例
会
の
大
体
の

g
取

P
O
予
定
で
あ
h
p
ま
す
が
、
語
会
運
営
協
欝
会
の

意
見
w
h
よ
h
y
作
成
い
れ
た
し
ま
し
た
。

本
定
例
会
を
か
浄
む
ね
と
の
会
議
自
程
表
に
よ
h
y
返
び
ま
す
と
と
も
に
、

そ
の
閑
語
集
の
追
加
1
4

麓
事
の
都
合
等
K
よ
F
ま
し
て
そ
の
都
震
と
れ
を
改

め
る
と
と
W
科
し
て
?
文
体
ζ

の
主
う
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K

}
榔
異
種
あ
・
9
ま
せ
ん
か
@

Jn-h臭
事
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
語
長
(
石
井
い
正
倉
〉
御
異
譜
念
'
ー
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
語
呂
穫
は

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

議

案

穫

ザ

O
歯
長
内
石
井
正
君
》
目
指
樫
第
四
、
穫
祭
第
一
二
十
八
号
乃
至
語
集
第
五
十

号
の
各
語
集
を
一
括
し
て
議
壊
と
い
た
し
含
す
。
守

の

上

。
語
長

石
弁護-

i:案一
き理
-由、:

の
観

明一

と
れ
よ
h
p
各
語
集
の
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
r

ま
h

，

司.

~ 

揖

す。

(
市
長
単
一
・
源
泉
一
意
登
壇
〉

O
市
長
〈
半
海
良
一
君
〉
本
目
、
と
と
に
第
二
国
市
議
会
定
例
会
を
招
集
い

え
し
?
当
面
す
る
諸
案
件

K
つ
い
て
御
審
議
を
hv
眠
い
す
る
と
と
K
い
た
し

ま
し
た
。

そ
の
曲
m
k
、
一
言
会
帽
怖
い
の
曾
棄
を
儲
申
し
上
げ
え
い
と
存
む
を
ナ
。

と
の
た
び
、
千
業
無
意
識
会
議
長
会
、
関
東
布
議
会
議
長
会
及
び
金
国
市

語
会
謹
長
会
か
ら
、
穂
留
勇
治
郎
議
員
、
山
口
康
議
員
の
h
u
二
人
が
永
容
4

-

内

勤
続
自
治
功
労
の
表
彰
の
栄
w
h
搭
し
ま
し
た
と
と
拡
、
蹴
K
塑
向
車
従
者
え

ま
ぜ
ん
。
と
と

κ、
日
頃
の
御
尽
力
に
対
し
慮
誠
一
い
え
し
ま
す
と
と
も
に
心

か
ら
参
祝
い
を
申
申
し
上
げ
、
今
後
I
C
も
事
政
発
展
一
の
た
め
御
支
援
、
御
協
力

賜
b
ま
す
主
う
念
願
い
由
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
‘
本
日
、
上
申
偉
い
た
し
ま
す
集
件
は
、

す。

私

一7-

一
一
般
欝
集
十
三
件
で
あ
h
y
安

ま
ず
、
欝
案
第
三
十
八
号
館
山
・
商
事
韓
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

専
決
処
分
の
承
認
K
つ
い
て
で
あ
タ
ま
す
が
、
去
る
三
月
三
宇
一
由
民
地
方
説
-

法
の
一
織
を
改
正
す
る
法
律
案
が
国
会
k
b
い
て
可
決
、
問
自
公
布
‘
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
と
と
と
な
h
p
ま
し
た
結
果
、
館
山
市
市
貌
条
例
も
と

の
法
律
改
正
K
合
わ
せ
て
急
逮
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
開
条
例
の

一
部
改
正
を
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
環
。
競
走
に
£
h
y
専
決
処
分

を
い
た
し
安
し
先
の
で
、
欝
会
w
h
報
告
し
、
と
の
承
認
を
京
め
主
ラ
と
す
る

も
の
で
あ
り
奮
す
。

今
回
の
地
方
税
訟
の
改
正
絃
、
務
下
の
厳
し
い
↑
鴬
致
事
情
と
地
方
説
負
担
干

の
現
状
に
か
ん
が
み
、
説
負
担
。
通
車
合
理
化
と
既
存
稜
鱗
K
か
け
る
瀧
灘
、

確
保
全
燭
，
る
と
♂
と
を
釜
本
方
針
と
し
て
象
台
ま
す
。
.
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一
そ
り
主
念
内
容
は
、
第
一
一
宍
個
人
住
民
税
V

い
が
い
て
低
所
得
者
層
の
負

担
の
軽
減
を
圏
る
た
め
、
基
縫
控
除
、
配
偶
者
控
除
及
び
扶
養
控
除
等
を
引

き
上
げ
、
κ

課
税
最
低
限
を
現
行
の
吉
田
十
九
万
円
か
ら
百
五
十
八
万
四
千
円

に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
と
れ
に
よ
る
誠
収

K
対
処
す
る
た
め
、
市
町
村

民
税
の
所
得
舗
の
説
率
区
分

K
所
要
の
鵠
整
を
加
え
た
と
と
で
あ
り
ま
す
。

第
二
位
1

個
人
住
民
視
の
均
等
割
w
h
n
J
M
て
令
道
府
県
民
税
の
標
単
税
率

を
二
百
円
、
市
町
村
民
説
の
標
準
税
率
を
三
百
円
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
た

と
と
で
あ

P
ま
す
@

第
三
は
、
ガ
ス
税
の
免
税
点
を
現
行
の
七
千
円
か
ら
一
万
円
K
、
電
気
税

の
免
説
点
を
漢
行
の
二
千
四
百
円
か
ら
三
千
六
百
円
v
h
引
き
上
げ
た
と
と
で

あ
り
ま
す
。
以
上
が
地
方
税
法
の
主
念
改
正
点
で
あ
り
ま
す
が
、
と
の
法
律

改
正

K
基
づ
き
館
山
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
い
え
し
ま
し
た
。
詳
細
忙

つ
き
ま
し
て
は
、
説
明
資
料
wh
よ
h
y
御
了
承
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

次
v
h
、
議
案
第
三
十
九
号
館
山
市
市
税
条
例
の
一
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
の
承
認

K
つ
い
て
で
あ
-D
ま
す
が
、
地
方
税
渡
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
四
月
三
十
日
に
公
布
さ
れ
、
向
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
館

山
市
，
市
貌
条
例
も
と
の
政
令
改
正
v
h
合
わ
せ
て
急
遇
改
正
す
る
必
要
が
生
じ

た
た
め
‘
問
条
例
の
一
部
改
正
を
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
一
項
の
規

定
K
よ
h
z
専
決
処
分
い
え
し
ま
し
た
の
で
、
議
会
に
報
告
し
、
と
の
承
認
を

求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

P
ま
す
。

ζ

の
条
例
改
正
は
‘
附
剣

K
臨
和
五
十
五
年
度
分
の
た
ほ
と
消
費
税
の
特

例
を
設
け
た
と
と
で
あ
h
y
ま
す
。
本
年
四
月
二
十
二
日
K
え
ば
と
の
定
備
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
改
定
の
結
果
が
直
ち
に
た
ば
と
消
策
説
額
に
反

映
さ
れ
念
い
ば
か
・
9
で
念
〈
、
定
価
改
定
劫
闘
の
買
い
だ
め
、
定
価
改
定
後
の

貰
い
控
え
等
K
よ
っ
て
定
価
改
定
畿
の
売
渡
本
数
低
減
少
し
、
ひ
い
て
は
た

、、

、_..，'f:::

議

ト

本

ば
と
泊
費
税
一
の
税
収
も
減
少
ナ
る
ζ

と
が
見
込
を
れ
る
と
と
ろ
で
す
。
そ
ζ

で
、
定
価
改
定
が
念
か
?
え
と
し
た
場
合
の
説
収
を
確
保
す
る
と
と
も
に
‘

そ
の
税
収
の
平
準
化
を
図
る
た
め
、
売
渡
本
数
を
補
正
す
る
ζ

と
と
し
た
も

の
で
あ
り
ま
て
す
。

次
W
件
、
議
案
第
四
十
号
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
K
係
る
報
醗
亙
び
費
用

弁
償
K
撰
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
寵
舵
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
衆
議
院
議
員
及
び
参
議
院
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
に
つ

い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
要
す
る
経
費
で
国
が
負
担
す

る
額
の
基
準
が
実
情

k
mさ
念
〈
な
っ
た
た
め
、
と
の
基
準
を
定
め
て
い
る

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
十
一
自
に
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
と
れ

K
伴

い
ま
し
て
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
K
係
る
報
酬
及
び
費
用
弁
償
V

私
闘
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
御
承
知
の
よ

う
K
去
る
六
月
二
十
二
日

K
衆
議
続
議
員
選
挙
及
び
参
議
院
議
員
選
挙
が
同

時
に
執
行
さ
れ
を
し
た
が
、
と
の
再
選
挙
か
ら
適
用
さ
せ
る
た
め
、
地
方
自

治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
環
の
規
定
に
よ
参
事
決
処
分

eい
た
じ
企
画
し
た
の

で
、
議
会
に
報
告
し
、
と
の
承
認
を
求
め
よ
う
と
す
る
‘
の
で
あ
h
y
ま
す
.

次
w
h
、
議
案
第
四
十
一
号
昭
和
一
五
十
四
年
度
館
山
市
一
一
般
会
計
構
正
予
算

〈
第
六
号
〉
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
で
あ
h
p

さ
す
が
、
昭
和
五
十
四

年
度
の
公
営
住
宅
建
設
事
'
業
ほ
か
六
事
業

K
係
る
地
方
僚
に
つ
い
て
'
は
、
年

度
末
K
至
っ
て
充
当
率
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
起
債
娠
が
増
額

と
宏
司
た
た
め
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
三
十
一
日

K
地
方
債
の
補
正
に
つ
い

て
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
演
の
規
定
K
よ
り
等
法
処
分
い
た
し
愛

し
た
の
で
、
議
会
に
報
告
し
、
と
@
承
認
を
求
め
£
う
と
す
る
も
の
で
あ
タ

ま
す
。

-8-
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次
w
h
)
議
案
第
四
十
二
号
昭
和
五
十
五
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
第
一
号
〉
の
専
決
処
分
の
承
認
K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
議
案
第
四
十

号
で
由
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
去
る
五
月
十
九
日
の
衆
議
院
の
盤
解
散
に
伴

ぃ
、
衆
車
雷
同
時
選
挙
が
行
わ
れ
る
と
と
一

K
念
り
ま
し
た
。
と
れ
ら
の
執
行
経

費
に
つ
い
て
の
補
正
予
算
を
昭
和
五
十
五
年
五
月
三
十
日

K
地
方
自
治
法
第

百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
K
よ
り
専
決
処
分
い
た
し
を
し
た
の
で
、
議
会

に
報
告
し
、
と
の
承
認
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
内
容

K
つ

き
ま
し
て
は
、
衆
議
艶
議
員
選
議
並
び
に
最
高
総
量
可
判
所
裁
判
官
菌
民
容
査
の

経
費
と
し
‘
て
六
百
七
十
六
万
九
千
円
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
同
選
挙
が
参

一
接
続
議
員
通
常
選
挙
と
同
時
選
挙
と
な
っ
た
と
と
並
び

K
翌
日
開
票
と
念
宮

た
と
と
等
に
よ
る
共
通
経
質
を
、
す
で
に
計
上
済
み
の
参
議
院
議
員
選
挙
費

、
の
中
で
減
額
し
、
備
品
購
入
費
等
に
組
み
が
え
を
行
念
い
、
差
し
引
き
三
千

円
減
額
い
え
し
ま
し
た
。

念
h
v
m
、
合
わ
せ
て
千
葉
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
費
K
係
る
報
酬

と
し
て
一
万
四
千
円
を
追
加
し
て

b
pま
す
が
、
乙
れ
は
同
じ
〈
議
案
第
四

十
号
で
承
認
を
h
F

願
い
い
え
し
ま
し
た
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
K
係
る
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
K
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

J

以
上
?
総
額
六
百
七
十
八
万
円
の
追
加
と
な
っ
て

h
u
b
ま
す
。
と
の
財
源

と
い
た
し
ま
し
て
は
金
額
県
支
出
金
を
も
っ
て
充
当
し
て
b
り
ま
す
。

次
に
、
議
案
第
四
十
三
号
安
麗
郡
市
広
域
市
町
村
聞
事
務
組
合
規
約
の
一

部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
の
協
議
K
つ
き
を
し
て
は
、
用
組
合
の
規
約
に

定
め
ら
i

れ
て
会
り
を
す
従
来
の
「
共
同
処
理
す
る
事
務
」
淀
、
新
・
た

K
「地

域
救
急
医
療
に
関
す
る
事
務
」
を
加
え
る
た
め
、
規
約
の
一
部
を
改
め
よ
う

と
す
る
J

も
の
で
あ
h
y
ま
す
が
、
一
安
官
房
郡
市
地
域
の
教
急
医
療
体
制
と
し
て
従

前
か
ら
安
房
医
師
会
に
委
託
し
、
休
自
在
宅
当
番
医
制
及
び
夜
間
待
機
施
設

、毛、J

の
救
急
診
療
体
制
に
よ
h
y
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
初
期
救
急
診
療
体
制

の
重
要
性
か
ら
今
回
夜
間
急
病
診
療
所
を
安
房
医
師
会
病
院
内

K
設
置
し
、

救
急
医
療
体
制
の
一
一
婦
の
確
保
と
充
実
を
留
ろ
う
と
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ

り
ま
す
。

次
に
、
議
案
第
四
十
四
号
館
山
布
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
多
り
ま
す
が
、
ま
ず
本
年
度
本
算
定
の
基
礎

と
な
h
y
を
す
調
定
見
込
額
の
算
出
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
度
国
保
会
計
は
、
去
る
五
月
三
十
一
日
出
納
閉
鎖
さ
れ
、

そ
の
結
果
一
億
五
千
六
百
七
十
副
万
余
円
の
差
引
残
金
を
生
℃
、
昭
和
五
十

五
年
度
へ
繰
り
越
す
と
と

K
宏
り
ま
し
た
。
と
の
繰
越
金
の
処
分
で
ど
ざ
い

ま
す
が
、
す
で

K
当
初
予
算
に
計
上
し
税
の
軽
減
K
充
当
し
て
あ
・
9
ま
す
四

千
万
円
を
含
め
て
9

誠
税
と
基
金
積
み
立
て
及
び
本
年
度
医
療
給
付
a
x
k
対
す

る
財
源
留
保
K
充
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
・
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
た
国
民
健
康
保
険
税
の
現
年
度
課
税
分
調
定

額
校
、
七
億
四
千
二
百
五
十
五
万
六
千
円
で
あ

b
さ
す
が
、
本
算
定
時
k
h
f

い
て
は
、
課
税
限
度
額
を
超
え
る
額
や
低
所
得
者
の
軽
減
等
を
考
慮
し
試
算

し
た
結
果
、
七
億
二
千
六
百
九
十
二
万
六
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
一

軽
減
す
る
税
率
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
す
べ
て
に
融
当
さ
せ
る
意
味
会

含
め
て
応
能
割
は
す
え
置
き
、
応
益
割
を
引
き
下
げ
る
と
と
と
し
、
被
保
険

者
均
等
割
九
千
九
百
六
十
円
を
九
千
円
に
、
世
帯
別
平
等
割
一
万
五
千
七
百

二
十
円
を
一
万
五
千
円

K
、
そ
れ
ぞ
れ
糠
額
し
た
い
と
考
え
て
必
り
ま
す
@

以
下
、
改
正
条
例
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。

第
二
条
の
改
正
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
規
定
で
あ
り
ま

す
が
ι

寵
療
費
の
上
昇
、
被
保
険
者
の
所
得
の
増
等
K
伴
い
、
応
能
負
担
の

面
か
ら
被
保
験
者
間
の
負
担
の
均
衡
を
留
る
た
め
、
地
方
税
法
第
七
冨
三
条

-9-



の
四
第
四
項
の
改
正
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
二
十
二
万
円
を
二
十
四
万
円

K
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
五
条
の
改
正
は
、
被
保
険
者
均
等
割
額
を
一
人
に
つ
き
九
千
九
百
六
十

円
を
九
千
円
に
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
五
条
の
こ
の
改
正
は
、
世
帯
別
平
等
割
額
を
一
世
帯
K
っ
き
一
万
五
千

七
百
二
十
円
を
一
万
五
千
円
に
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

第
十
二
条
の
改
正
は
、
低
所
得
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
規

定
で
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
世
替
の
被
保
険
者
均
等
製
ま
た
は
世

帯
別
平
等
割
を
減
額
す
る
も
の
で
る
h
y
ま
す
。
滅
領
す
る
額
は
、
地
方
税
法

施
行
令
第
五
十
六
条
の
八
十
九
第
二
項
の
規
定
K
よ
り
、
別
紙
説
明
資
料
の

と
h
v
h
p
計
算
し
、
一
号
該
当

κつ
い
て
は
四
千
四
十
円
を
五
千
四
百
円

K
、

六
千
九
百
九
十
円
を
九
千
円
花
、
第
二
号
該
当
に
つ
い
て
は
二
千
六
百
九
十

J

円
を
三
千
六
百
円
K
、
四
千
六
百
六
十
円
を
六
千
円
K
‘
そ
れ
ぞ
れ
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
タ
ま
す
。
ま
た
、
第
二
号
中
、
減
額
基
準
と
念
る
額

に
つ
い
て
、
地
方
税
法
施
行
令
第
五
十
六
条
の
八
十
九
第
一
須
の
改
正
が
参

台
、
そ
れ
を
受
け
て
の
条
例
改
正
で
あ
り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減

額
の
対
象
と
念
る
世
帯
の
基
準
と
左
る
被
保
験
者
K
乗
ず
る
金
額
を
一
人
に

つ
き
十
六
万
五
千
円
を
十
七
万
円
に
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す。
附
則
第
三
項
の
改
正
は
、
土
地
等
の
長
期
譲
渡
所
得
等
に
係
る
個
人
市
民

税
の
特
例
の
改
正

K
対
応
し
て
、
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
国
民
健
康
保
検
税

の
課
税
の
特
例

K
つ
い
て
、
そ
の
適
用
期
間
の
定
ゐ
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
タ
を
す
。

術
開
に
つ
い
て
は
、
施
行
期
日
及
び
適
用
区
分
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

次
伊
件
、
議
案
第
四
十
五
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結

K
つ
い
て
で
あ
h
y
ま
す

が
、
館
山
市
衛
生
セ
ン
タ
ー
鍛
入
道
路
建
設
工
事
に
係
る
指
名
競
争
入
札
k

hv
い
て
落
札

K
歪
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
入
札
し

た
者
か
ら
見
積
書
を
徴
し
た
結
果
、
一
億
八
千
六
百
五
十
万
円
を
も
っ
て
三

菱
建
設
株
式
会
社
千
葉
営
業
支
庖
と
髄
意
契
約
の
締
結
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
工
事
内
容
と
い
た
し
愛
し
て
館
、
主
要
地
方
道
館
山
白
浜

線
側
か
ら
延
長
千
六
百
三
十
メ
ー
ト
ル
)
面
相
員
五
メ
ー
ト
ル
の
道
路
を
新
設

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
工
期
を
翌
年
三
月
ご
十
五
日
ま
で
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

次
w
h
、
議
案
第
四
十
六
号
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
で
あ
-P

ま
す
が
、

ζ

れ
は
転
換
水
回
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
土
地
改
良
法
第
九
十

六
条
の
ニ
第
二
項
の
規
定
K
よ
り
事
業
を
施
行
し
完
了
し
た
の
で
、
地
方
自

治
法
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定

K
よ
り
館
山
市
大
字
犬
石
字
蒲
生
下
、

西
翻
の
各
一
部
の
字
の
区
域
及
び
名
称
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y

ま
す
。次
に
、
議
案
第
四
十
七
号
館
山
市
社
会
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
損

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
・
9
ま
す
が
、
間

四
中
跡
地
グ
ラ
タ
ン
ド
、
体
育
館
及
び
プ
ー
ル
等
を
整
備
し
て
社
会
体
育
施

設
と
し
て
一
般
市
民
の
利
用

K
供
す
る
た
め
他
の
施
設
と
一
貫
し
た
使
用
料

金
等
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
る
り
全
す
。

念
会
、
附
則
w
h
h
x
き
を
し
て
、
第
三
中
学
校
の
曲
建
設
が
予
定
ど
か
わ
ν
し
噛

ん
工
し
、
開
校
す
る
と
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
館
山
市
立
中
学
校
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
第
二
墳
の
第
三
中
学
校
北
条
校
舎
一
山
本

校
舎
と
読
み
替
え
る
規
定
を
削
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
K
、
議
案
第
伊
十
八
号
館
山
市
学
校
安
全
共
積
接
金
徴
収
条
例
の
一
部

-10ー
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を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
で
あ
・
9
ま
す
が
、
日
本
学
校
安
全
会
選

施
行
令
の
二
郎
敬
正
が
制
定
公
布
さ
れ
ご
昭
和
五
十
五
年
四
月
一

aか
信
施

行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
と
れ

K
基
づ
き
館
山
市
学
校
安
全
共
済
掛
金
徴
収
条

例
。
一
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

念
h
f

、
と
の
条
例
の
一
部
改
正
は
、
公
布
の
白
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十

五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
h
y

ま
す
。

次
V

仏
、
韓
集
第
四
十
九
号
市
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
市
営
土
地
改
良
事
業
を
実
施
す
る
に
る
た
-
夕
、
土
地
改
良
法
第
九

十
六
条
の
ご
第
二
演
の
規
定
花
基
づ
き
聾
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
あ
h
y

を
す
。
本
事
業
は
、
水
図
利
用
再
編
対
策
促
進
の
一
環
と
し
て
乾
宙
化
、
集

団
化
を
図
る
た
め
、
転
換
水
田
整
備
事
業

K
よ
る
ほ
場
整
備
を
行
う
も
の
で

あ
h
y
ま
す
。
施
行
場
所
は
、
市
内
竜
簡
の
一
部
五
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
受
益

と
し
、
昭
和
五
十
五
、
五
十
六
年
度
の
二
年
度
で
完
了
す
る
計
画
で
あ
夕
、

事
象
費
は
六
千
百
万
円
以
内
と
し
‘
施
行
方
法
に
つ
い
て
は
、
調
査
、
設
計

篇
一
行
等
は
社
団
法
人
千
葉
県
農
業
開
発
公
社
に
、
換
地
、
登
記
事
務
等
は
社

団
法
人
千
葉
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
委
託
し
て
実
施

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

P
ま
す
。

次
に
1

議
案
第
五
十
号
館
山
市
菌
民
…
宿
舎
利
用
料
徴
収
条
例
の
一
蕊
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
国
民
宿
舎
剰
用
料
の
算
定
、

K
つ
い
て
は
、
国
民
宿
舎
剥
用
基
準
及
び
そ
の
取
b
扱
い
等
K
つ
い
て
、
昭

和
五
十
二
年
二
月
四
日
付
環
境
庁
通
遣
に
よ
り
所
定
の
利
用
料
が
定
め
ら
れ

て
か
h
y
ま
す
が
、
と
の
た
び
環
境
庁
か
ら
人
件
費
及
び
語
物
錨
の
上
昇
、
特
J
4
J
;

v
h
油
揚
の
値
上
が
h
p
k
よ
夕
、
国
民
積
舎
の
健
全
念
運
営
が
圏
整
ど
な
昼
、
、

利
用
者
忙
対
す
る
サ

1
ピ
足
。
低
下
を
招
fhwι
そ
れ
が
一
生
じ
て
き
た
の
で
、

ζ

れ
に
対
処
す
る
た
め
剥
用
料
基
準
を
改
定
す
る
旨
通
知
が
あ
り
ま
JE
い
た
の

、
、t、_.，

‘ 

で
、
本
市
に
か
き
ま
し
て
も
と
れ

K
準
じ
て
剰
用
料
を
改
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
ち
り
を
す
。

以
上
、
各
議
案
K
対
す
る
提
案
理
由
K
つ
い
て
御
説
明

aaし
上
げ
ま
し
た

が
、
念
wh
と
ぞ
慎
重
念
る
御
審
議
を
賜
h
p
ま
す
よ
う
hg
願
い
由
申
し
上
げ
ま
す
。

O
議
長
(
石
井
正
君
)
以
上
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
h
y
を
す
。

ζ

の隣師、

hv
霞
り
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
市
長
か
ら
議
案
第
賓
十
号
館
山
市
国
民
宿
舎
利
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
先
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
旨
の

申
し
出
が
参
h
y
ま
し
た
の
で
、
先
議
い
た
し
た
い
と
患
い
ま
す
。
と
れ
wh
御

異
議
あ
h
y
ま
せ
ん
か
。

{
「
議
長
、
暫
時
休
憩
を
hv
顕

い

い

た

し

ま

す

」

と

一

呼

ぶ

者

あ

↑

h

4

4

0
欝
長
ハ
石
井
正
窓
)
暫
時
休
憩
い
え
し
ま
寸
。

午

前

十

時

三

十

二

分

休

愚

午
前
十
一
時
γ

零

八

万

再

開

O
議
長
(
石
井
正
君
〉
休
憩
前

K
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

議
案
第
五
十
号
に
つ
き
先
議
す
る
と
と
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
を
し
」
を
呼
ぶ
者
あ
h
y
〉

。
議
長
〈
石
井
正
君
)
御
異
議
設
し
と
露
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
い
え
し

ま
し
た
。

議
案
第
五
十
号
質
疑
応
答

。
議
長
〈
石
井
正
窓
〉
議
案
第
五
十
号
館
山
市
国
民
宿
舎
利
用
料
徴
収
条

偶
の
ア
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
御
質
疑
を
願
い
ま
す
。

。
一
番
(
神
間
守
隆
君
)
と
の
国
一
民
宿
舎
が
六
月
三
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
た

、回目』一一



ま
だ
オ
ー
プ
ン
し
て
幾
日
も
た
つ
て
い
老
い
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
と
と
か
ら
、
実
際
K
環
境
庁
の
指
導
が
あ
宮
、
た
と
は
い
え
、
環
境

庁
の
指
導
K
よ
b
人
件
費
、
諸
物
価
の
上
昇
、
池
類
の
値
上
が
り
、
と
う
h

う
と
と
で
ど
う
い
う
ふ
う
K
国
民
宿
舎
の
経
営
K
対
し
て
圧
迫
を
す
芯
の
か

具
体
的
に
資
料
が
十
分
そ
ろ
っ
て
い
念
い
ん
で
は
念
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
ζ
と
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
便
乗
値
上
げ
で
は
念
い
か
、
そ
う
い

う
と
と
ほ
も
あ
て
は
ま
る
ん
で
は
念
い
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

う
点
で
資
料
が
あ
れ
ば
説
明
を
願
い
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
い
か
が
で
し

ι
ラ
か
。

と
い
う
と
と
で
‘

具
体
的
念
資
料
と
い
う
と
と
で
す
が
、
資
料

。
経
済
部
長
〈
山
田
俊
康
君
〉

が
ど
ざ
い
ま
せ
ん
。

た
だ
膚
床
下
の
箇
民
宿
舎
連
絡
協
議
会
、
あ
る
い
は
関
東
甲
信
越
静
の
国
民

宿
舎
迷
絡
協
議
会
等
K
出
た
職
員
の
報
告
に
よ
h
y
を
す
と
、
大
多
数
の
国
民

宿
舎
が
笑
顔
と
し
て
は
赤
字
経
営
K
念
宮
て
い
る
。
表
に
は
あ
ま
り
出
念
い

け
れ
ど
も
赤
字
経
営
K
#仙
台
て
、
と
れ
を
待
ち
望
ん
で
い
た
ん
だ
と
い
う
と

と
が
い
わ
れ
て
ι
s
h
y
-
z
す。

料
金
基
也
事
の
改
定
自
体
が
、
い
ま
ま
で
一
年
半
、
あ
る
い
拡
早
い
と
き
に

は
十
一
カ
月
ぐ
ら
い
で
改
定
基
準
・
が
出
て
い
た
の
に
、
今
回
は
非
常
K
改
定

基
準
の
出
る
の
が
遅
か
?
た
と
r

い
う
よ
う
念
不
満
の
声
も
あ
っ
た
と
い
う
エ

ラ
K
聞
い
て
会
り
ま
す
。
今
回
は
、
前
回
の
基
準
が
五
十
二
年
四
月
一
日
適

用
と
い
う
と
と
で
五
十
二
年
の
二
月
に
幽
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
数

え
ま
ナ
在
三
年
三
カ
月
冒
と
い
う
と
と
で
も
ど
ざ
い
ま
し
て
、
非
常
K
待
ち

望
ん
で
い
た
と
い
う
と
と
だ
け
は
承
知
し
て
b
h
Y
4
Z
す。

。
二
二
番
(
藤
倒
益
治
君
)
関
連
し
て
会
伺
い
し
た
い
ん
で
す
が
、
鳩
山
荘

が
非
常
v
h
立
派
K
で
き
て
か
る
と
い
う
と
と
で
非
常
に
結
構
な
と
と
で
ど
ぎ

喝、

ト

℃ 

い
ま
す
。
当
然
鳩
山
荘
が
立
派

K
で
き
れ
ば
そ
の
湾
辺
の
海
岸
等
の
、
い
わ

ゆ
る
環
境
を
整
え
る
と
い
う
意
味
で
海
岸
の
滑
婦
等
も
あ
ろ
う
か
と
患
い
ま

す
が
、
と
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
本
年
ピ
ー
チ
レ
イ
年
で
す
が
、
と
れ
を
噛
購
入

念
さ
っ
て
い
る
と
患
い
ま
す
が
、
ピ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
の
稼
働
状
祝
等
を
h
f

一
示
し
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
経
揖
郵
句
集
(
山
出
俊
康
君
}
ピ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
入
り
ま
し
て

iiiピ
1

チ
ク
リ
ー
ナ
ー
自
身
の
構
造
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
前
夜

ν
イ
キ
、
網
バ
ナ

ッ
ト
と
い
い
ま
す
か
、
後
ろ
に
ピ
ー
チ
タ
ワ
1
ナ
ー
を
付
け
て
hv
り
ま
す
。

作
業
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
最
初
に

ν
イ
キ
で
清
掃
す
る
!
大
き
念
ど
み
を
-

片
づ
け
る
と
い
う
よ
う
な
作
業
を
し
ま
す
。
次
w
h

ピ
ー
チ
ク

H
7
1
ナ
1
で
小

さ
念
ど
み
、
二
セ
ン
チ
以
上
の
ど
み
の
滑
婦
を
い
た
し
ま
す
。

現
在
は
、
納
車
さ
れ
ま
し
て
か
ら
土
漕
日
の
午
後
と
日
曜
日
以
外
は
六
月

二
日
か
ら
休
み
な
し
K
実
施
し
て
い
る
あ
り
さ
ま
で
あ
り
ま
す
。

海
岸
の
砂
地
の
う
ち
、
大
体
丸

O
d脅
は
稼
働
可
能
念
地
裁
と
い
う
ふ
う
K

考
え
て
b
り
ま
す
。
特
に
今
回
は
作
業
K
あ
た
h
y
♂
ま
し
て
は
、

ν
イ
キ
で
清

掃
し
て
い
る
作
業
が
非
常

K
か
か
・
9
を
し
た
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
大
き
念

石
や
流
れ
て
き
た
材
木
、
紛
の
残
教
と
か
い
ろ
い
ろ
の
も
の
も
ど
ざ
い
-
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
海
岸
線
夜
船
引
き
相
場
だ
と
か
船
引
き
等
が
、
し
申
ら
と
い
う

4

ん
で
す
か
、
置
き
っ
放
し
に
を
つ
て
h
v

り
ま
し
た
の
で
、
相
議
か
か
っ
て
h
f

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
入
力
清
掃
忙
比
べ
ま
す
と
、
雲
泥
の
、
素
晴
晴
ら
し
い
カ

を
持
っ
て
い
る
と
患
っ
て
会
り
ま
す
。

。
ご
り
番
〈
藤
沼
益
治
君
〉
た
ま
た
念
、
私
が
一
-
一
、
四
自
前
で
し
た
か
、
観

光
謀
へ
要
請
を
願
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
点
で
の
観
光
課
の
職
員
の
返
事

で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
、
き
ょ
ラ
西
岬
の
海
岸
を
試
験
的
に
や
っ

て
hv
る
と
い
う
ふ
う
念
と
と
ば
が
返
っ
て
き
ま
し
て
、
大
き
い
ど
み
は
清
婦

-12-
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で
き
る
が
、
小
さ
い
ど
み
は
で
き
念
い
。
そ
れ
と
、
い
を
一
つ
は
ク
リ
ー
ナ

ー
そ
の
も
の
の
遂
行
K
伴
う
許
可
が
か
り
て
b
ら
宏
い
と
い
う
返
答
で
ど
ぎ

い
ま
す
が
、
そ
の
へ
ん
の
実
態
に
対
し
て
、
試
験
的
に
西
岬
の
海
岸
を
や
っ

て
b
る
と
い
う
と
と
を
申
さ
れ
て
h
g

っ
た
と
と
と
、
で
か
い
ど
み
は
処
理
で

き
る
が
、
小
さ
い
ど
み
は
許
可
の
蝿
係
で
で
き
左
い
。
運
行
上
の
何
か
許
可

が
h
v
h
y
て
な
い
と
い
う
よ
う
を
返
事
が
返
っ
て
き
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
へ
ん
の
、
た
だ
い
ま
部
長
さ
ん
の
調
答
弁
で
ど
ざ
い
ま
す
と
、
実
際
窓
口

で
あ
る
観
光
課
の
見
解
が
い
さ
さ
か
異
念
っ
て
い
る
よ
う
4

叫
ん
で
す
が
、
そ

の
へ
ん
の
実
態

K
対
し
て
い
ま
一
遜
御
答
弁
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
経
済
部
長
〈
山
田
俊
康
君
〉
た
だ
い
ま
御
指
摘
の
よ
う

K
、
車
体
検
査
が

完
全

K
終
っ
て
念
い
と
い
う
と
と
は
事
実
で
ど
ざ
い
ま
す
。
ピ
ー
チ
ク
リ
ー

ナ
ー
、
特
殊
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
陸
運
局
の
認
可
を
受
け
て
や
ら
も
仏
け
れ

ば
い
け
念
い
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
申
請
し
て
か
ら
約
二
カ
月
ほ
ど
か
か
る

と
い
う
と
と
で
、
そ
の
二
カ
月
の
間
も
遊
ば
し
て
置
〈
の
は
、
夏
を
前
夜
、

と
に
か
〈
車
検
だ
け
が
と
れ
念
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
の
で
、
申
請
は
・
申
請

で
し
な
さ
い
、
と
に
か
〈
機
棋
は
館
山

K
納
車
し
も
仏
さ
い
と
い
う
ζ

と
で
使

う
、
と
い
う
と
と
で
現
在
使
官
て
い
る
の
が
事
実
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
御

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

。
ニ
二
番
(
藤
田
益
治
君
)
~
車
検
等
の
挺
係
も
よ
〈
わ
か

b
ま
し
た
。
、

特
w
h
、
夏
季
に
わ
た
っ
て
各
所
で
多
〈
の
要
望
が
念
さ
れ
て
-b
り
ま
す
の

で
、
磁
力
主
管
隷
で
そ
れ

K
対
応
で
き
る
よ
う
を
錆
優
を
hw
顧
い
し
た
い
と

思
い
・
ま
し
て
、
終

D
ま
す
。

O
議

長

〈

石

井

正

窓

)

他

K
御
質
疑
あ
h
y
ま
せ
ん
か

oil-
僻
質
疑
念
し

と
認
め
ま
す
υ

よ
っ
て
質
疑
を
終
タ
ま
す
。

議
案
第
五
+
号
委
員
会
付
託
の
省
略

~、、J

。
議
長
(
石
井
正
君
)

h

v

諮
h
y
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
つ
い
て
は
委
員
会
の
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と

れ
に
御
英
語
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
島
内
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

。
議
長
〈
石
井
正
一
君
V

御
異
議
念

L
t窮
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
い
た
し

委
し
た
。

議

案

第

五

十

号

討

論

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉
と
れ
よ
り
討
論
を
行
い
ま
す
。

。
一
番
〈
神
田
守
騒
君
)
先
ほ
ど
質
問
し
た
中
で
、
具
体
的

K
鳩
山
荘
の
経

営
と
し
て
ど
う
念
る
の
か
と
い
う
と
と
に
つ
い
て
十
分
念
検
討
も
さ
れ
て
念

い
わ
け
で
、
そ
う
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
と
の
値
上
げ
と
い
う
の
は
環
境
庁

の
義
準
の
改
定
、
そ
れ
陀
基
づ
〈
値
上
げ
だ
と
い
う
と
と
以
外
理
由
は
念
い

わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
遺
鑓
姿
勢
、

ζ

う
い
う
や
り
方
と
い
ラ
の
は
大

変
納
得
が
で
き
念
い
問
題
で
あ
h
y
ま
す
。

特
wh
、
鳩
山
荘
が
で
き
た
ば
か
り
で
、
し
か
も
き
れ
い
を
施
設
が
で
き
た

わ
け
で
す
か
ら
、
利
用
者
の
立
場
か
ら
見
ま
し
て
も
、
し
か
も
非
常
に
安
い

料
金
で
利
用
で
き
る
と
い
う
と
と
で
、
何
ど
と
も
第
一
印
象
が
大
事
だ
と
い

う
と
と
で
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
特
に
そ
う
い
う
点
か
ら
‘
夏
の
時
期
、
あ

え
て
ζ

の
時
期

K
値
上
げ
す
る
と
い
う
と
と
も
含
め
ま

L
て
、
納
得
で
き
も
弘

ぃ
、
し
ば
ら
〈
様
子
を
見
て
、
経
営
の
指
数
そ
う
い
う
も
の
を
検
討
し
た
上

で
値
上
げ
と
い
ふ
も
の
に
は
諮
る
べ
き
で
は
念
か
っ
た
と
い
う
と
と
で
、
反

対
の
討
論
と
い
た
し
安
す
。

。
議
長
(
石
井
正
君
〉
他
民
討
論
ど
ざ
い
を
せ
ん
か
。

i
l討
論
念
し
と

認
め
ま
す
。
よ
っ
て
討
論
を
終
タ
ま
す
。
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議
案
第

五
十

J 号
f 擦

ー決

。
議
長
(
石
井
正
君
)

ζ

れ
よ
h
y
採
決
い
た
し
ま
す
。

採
決
は
起
立

K
よ
h
y
行
い
ま
す
。

本
案
を
原
案
の
と
な
り
可
決
す
る
と
と

K
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま

す。

〈
賛
成
者
起
立
)

O
議
長
〈
石
井
正
案
)
起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案
の

と
h
s
h
p
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

寮

上

程

の

。
議
長
〈
石
井
正
君
)
日
程
第
五
、
発
議
案
第
一
号
館
山
市
譲
会
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

議
案
の
朗
読
を
顧
い
ま
す
。

〈
書
記
朗
読
)

護

実

理

由

の

説

明

。
議
長
〈
石
井
正
君
〉
援
出
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
二
四
番
議
員
和
国
一
郎
君
登
壇
)
.

。
二
四
番
(
和
国
一
郎
君
〉
発
議
案
第
一
号
館
山
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
K
つ
い
て
提
案
理
由
を
栂
説
明
申
し
L
存
ま
す
。

今
年
四
月
か
ら
都
市
開
発
室
が
新
た

K
設
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
，
委
員
会

条
例
中
、
建
設
経
済
委
員
会
の
所
管
と
し
て
ζ

れ
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の

で、

h
v

手一冗
K
配
付
の
と
か
り
六
名
の
賛
成
者
を
得
ま
し
て
本
案
を
提
出
い

た
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

雪

W
L
 

務
場
の
御
賛
同
を
賜
・
り
ま
す
よ
う
h
v

願
い
い
た
し
ま
し
て
、
捜
索
理
由
の

説
明
と
い
た
し
ま
す
。
〈
拍
手
)

O
議
長
(
石
井
正
君
)
説
明
は
総
量
ま
し
た
。

御
質
疑
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
}
t
l
a
御
質
疑
念
し
と
認
め
ま
す
。

委
員
会
付
託
の
省
略

。
議
長
〈
石
井
正
君
)

h

v

諮
り
い
た
し
ま
す
。

本
山
余
を
委
員
会
付
託
並
び

K
討
論
を
省
略
し
て
採
決
す
る
ζ

と
K
御
異
議

あ
h
p
愛
せ
ん
か
。
(
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
h
y
v

。
議
長
(
石
井
正
君
)
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
決
定
い
え
し

ま
し
た
。
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採

決

O
議
長
〈
石
井
正
君
〉

ζ

れ
ま
h
y
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
突
を
原
案
の
と
か
り
可
決
す
る
と
と
K
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〈
「
異
議
念
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

。
議
長
ハ
石
井
正
君
〉
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
原
案

ど
h
F
b
J

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

延

会

午
前
十
一
時
十
五
分
延
会

O
議
長
(
石
井
正
君
〉

h
v

諮
-
り
い
た
し
ま
す
。

本
臼
の
会
議
は
と
れ
に
て
犀
会
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
れ

K
御
異

議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
を
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)
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。
議
長
(
石
井
正
君
〉
御
異
議
念
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
自
の
会
議

は
と
れ
に
て
延
会
す
る
と
と
に
決
し
ま
し
た
。

念
会
、
明
大
月
二
十
八
日
及
び
二
十
九
日
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
、
次

会
は
六
月
三
十
日
午
前
十
時
開
会
と
し
、
そ
の
議
事
は
通
告
K
よ
る
行
政
一

般
質
問
を
行
い
ま
す
。

と
の
際
由
申
し
上
げ
ま
す
。
各
議
案
の
質
疑
通
告
の
締
め
切
h
E

は
六
月
三
十

日
正
午
ま
で
で
あ
h
p
ま
す
の
で
、
由
甲
し
添
え
ま
す
。

。
本
自
の
会
議

K
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

て
会
期
の
決
定

一
、
会
議
日
穫
の
決
定

一
、
議
案
第
三
十
八
号
乃
至
議
案
第
五
十
号

一
、
発
議
案
第
一
号

今

、fー
l
ト

l
i
l
-
-
i

v
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